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このレコーディングについて
1981年 9月27□、ウィーンの国立歌劇場で
は、偉大な指揮者カール ・ペームを音楽界が

こぞって讃えるという 一夜が行なわれたが、

尖は私が 〈後出からの逃走）の録;Jを、思い立

ったのは、この時の感動的な体験からなので

ある。

その夜、私はワーグナーの 〈トリスタンと

イゾルデ〉の1ii]炎11J1と＂愛の死＂を油奏する

ことにな っていたが、私より前に出番のあ っ

たエディタ・グルペローヴァが 〈後宮）の中

のコンスタンツェの＂ 悲 しみのアリア＂ を歌

った。その彼女の歌があまリに感動的だった

ので、私は彼女を i::役にして 〈後店）の全1111

録音をしようと 息 いながら家に帰 ったのであ

った。

その計11111をまとめ上げ、 J11(想的なキャスト

を組むのに、それから 3年近 くの改）lがかか

った。その間にグルペローヴァのほうでは、

コンスタンツェの役を二度とステージでは歌

わないことに決め て`しま っていた。 というわ

けで、今回の録音を彼女が承諾してくれたこ

とは、私たちにと っては大変に幸連なことだ

った。これによ って彼女の演奏は保存される

ことにな ったのであるが、その質の高さは今

後何年にもわた って、決して越えることので

きないものであると私は信じている 。
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サー・ゲオルグ・ショルティ（石井宏・訳〕

レオナルド・ボッシュ作のモーツァルトのメダル
(1780年代） 喜賓零“
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モーツァルト
MOZART (17'6-I 791) 

歌劇「後宮からの逃走」K.384全曲
DIE ENTFOHRUNG AUS DEM  SERAIL, K.384 

ウィーン国立歌劇場合唱団
KONZERTVEREINIGUNG WIENER STAATSOPERNCHOR 

（合唱指揮：ワルター・ハーゲン・グロル）
(Che<us Master: Walter Hagen-Groll) 

言語指導：イーゴリ・ケナウェイ
Repetneur: Igor Kennaway 

ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団
WIENER PHILHARMONIKER 

指揮：サー・ゲオルグ・ショルティ
conducted by SIR GEORG SOLTI 

RECORDING 
Producer: Christopher RAEBURN 
Assistant Producer: Michael HAAS 
Engineers: James LOCK, John PELLOWE 
Location: SOFIENSAAL, Vienna 
Dates: November 1984, December 1985 

コンスタンツェ……••エディタ ・グルペローヴァ （ソプラノ）
（スペイン貴族の娘で、ペルモンテの恋人）

KONSTANZE Edita GRUBEROVA (Soprano) 

プロンデくプロントヒェン〉……••キャスリーン・パトル（ソブラノ）
（コンスタンツェの女中）

BLONDE Kathleen BATTLE (Soprano) 

ペルモンテ （コンスタンツェの恋人）……••エスタ・ウィンペルイ （テノール）
BELMONTE Gosta WINBERGH (Tenor) 

ペドリロ（ペルモンテの従僕）……••ハインツ・ツェドニク（テノール）
PEDRILLO Heinz ZEDNIK (Tenor) 

オスミン（パシャの領主の番人）……••マルッティ・タルヴェラ（パス）
OSMIN Martti TALVELA (Bass) 

セリム・パシャ（トルコの太守）……••ウィル・クヴァトフリーク
SELIM Will QUADFLIEG 

．．．． マルタ・ハイグル
: Martha HEIGL 

親衛隊 :…• ダニエラ・ワ グナDaniela WAGNER 

JANITSCHAREN : 
.... 

ヽ• ’● ● ヨハン・ラインプレヒト
: Johann REINPRECHT 

．．．． ： ヨゼフ・ポガチュニク
Josef POGATSCI-INIG 

解説：石井宏
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I CD 1 (POCL-2271) (6518) I 
I CD 2 (POCL-2272) (5857) I 

田O序U曲YERT0RE (4 15) P 39 
●第2幕 （その2)ACT 2(Part 2) (26.12) 

●第1幕 ACT1 
田プロンデ「大守もコンスタンツェもいない？K」o 

(33 40) BLONDE "Kem Bassa megr da? Keme nstanze?" 

固ペルモンア「---で君に会ichえcるのか」
ープロンデ「何という幸せ、何という嬉しさ」 (3 23) P 56 

BELMONTE "Hier soil 1c dich denn sehen" 
(2 29) P 39 -13LON DE "Welche Wonne, welche Lust" 

③オスミン「"心Weのr底emかLらie惚beれbcてh,くれるよgeうfuなn」d 
固ペドリロ「戦だ、武器を取れI」 (2 51) 

OSMIN en en hat en" 
(6 32) P 39 PEDRILLO "Frisch zum Kampfe! Frisch zum Stre,te!" 

国オスミン「"女Soのlch尻eを追いかけるしか知らないような」
固ペドリロ「パッカス万歳、パッカス万歳」 (156) 

OSMIN hergelaufne Laffen" 
(4 55) p 44 PEDRILLO "V,vat Bacchus! Bacchus lebe!" 

⑤ペルモンテ「コンスタンツェ、またあiなedたerに会えるとはI」
④ペルモン丁「喜びの；戻を流す時」 (4 30) P 61 

BELMONTE "Konstanze! D1ch w zusehenl" ・ 
(5 02) P 46 BELMONTE "Wcnn dcr Frcudc Tranen fhessen" 

C合H唱OR（親"S衛in隊gt）d「eわmが偉大な太守を讃えて歌え」
固コンスタンツェ「ああ、大好きなペルモンプ1」 (JO 46) 

, grossen Bassa Lieder" 
(1 02) P 47 KONSTANZE "Ach, Belmonte! Ach, me,;, Leben'" 

⑦コンスタンツェ「"私Aは恋をし、幸福でしsot--g」l ●第3幕 ACT3 (32・33) 

KONSTANZE ch, 1ch liebte, war Uckhch" 
(5 44) p 48 

オスミン「"歩Mけar、sc歩h,け、消えて!Tなroくlなれ」
固ペルモンァ「愛よ、お前の強さが頼りだ」 (5 56) P 67 

OSMIN marsch It ellch fort" 
(2 04) P 51 BELMONTE "lch baue ganz auf de111e Starke" 

●第2幕 （そのI)ACT 2 (Part 1) 
団ペドリロ「ム ア人の国に、かわいくて」 (2.41) P 67 

(27 04) PEDRILLO "In Mohrenland gefangen war" 

固プロンデO「優urし〈て、お口が上手でS」c 
⑧オスミン「そうれ、何という大勝利だJ (3 23) 

Blonde " ch Zarthchke,t und hrne1cheln" 
(3 35) P 51 OSMIN "Ha'W1e WIii 1ch tnumph1eren" 

P 70 

⑩オスミン「"俺!chはg消ehえe,てctやるhがrat、e党1cえhときな」
⑨ペルモンァ「何という運命!-の心の痛みょl」 (9 24) 

OSMJN oc dir" (3 38) P 53 
RELMONTE "Welch em Gesch1ckl O Qual de, Seelel" 

p 72 

⑪コンスタンツェ「"私Wのelc心heでrWはe、あの運he命rr:が＿人を離した日から」
⑩ペルモン丁「--恩は決して忘れません」 (4 l l) 

KONSTANZE chsel rrscht m meiner Seele" 
(9 32) p 54 BELMONTE "Nie werd'1ch deme 1-!uld verkennen" 

P 75 

囮コンスタンツェ「"あMらaゆる種類の拷問が」
[Ij]親衛隊の合唱「セルム大守万歳！」 (I 33) 

KONSTANZE artern aller Arten" 
(9 07) p 56 CHOR "Bassa Selim lebe lange!" 

P 76 
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’‘偉大な創造”グルベローヴァとショルティ

一人の演奏家には、ある時チャンスがめ ぐ

ってくるものである 。並みの歌手の中にいた

ペーレンス を、ある日カ ラヤンが〈サロメ〉

の主役に抜擢した一一その日から彼女の名戸

は決ま って しま ったというふうに。

この〈後宮）の録音も、 似たよ うな人生の

ドラマから始ま ったところが面白い。別項に

ショ ルティが述ぺて いるように、彼がグルペ

ローヴァのコンスタンツェ役を聴いたのは、

一瞬の偶然の出会いだった。だがそれは弛烈

な述命の瞬間 として、ショルティには把 えら

れたのである。一体どれだけの人がそれまで

にグルペローヴァのコンスタンツェを聴いた

ことだろうか。しかしショルティほどに感動

左からグルペローヴァ、クヴァトフリーク、タルヴェラ、パトル、ショルティ、ウィンペルイ

した者はいなかったというのは、どういうこ

とであろう。つまるところ、他は凡百の徒で

あり、ショルティは火オだったのである。コ

ロンプスのJJHは容易に卓上に立った。兄てい

る辿中はt極平凡なことのように息ったが、
彼がやって兄せるまでは、誰もできなかった。

いわれてうなずくのは凡人でもできるが、 f!

れも兄逃している事'kを発兄できるところに

天オの値打がある 。多くの人はグルペローヴ

ァのコ ンスタンツェを名演だと 息ったろうが、

歴史に残るような比類ない歌II/',であるとは思

わなかった。その差はわずかに兄えるが、凡

人には決して持つことのできない伐点である。

おそらくショルティは、私たち同様に、そ

れまでモーツァルトの （後’必）というオペラ

に、それほどの1対心があ ったわけではないだ

ろう。（フィガロ） （ドン ・ジョヴァンニ〉〈コシ

・ファン ・トゥ ッテ）（邸笛）と並ぷモーツァ

ルトの30代の傑作に較ぺると、 〈後£¥°〉はいさ

さか軽拙級のように兄えるのである 。そし て

26 27 
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3. 

ショルティとウィーン・フィルハーモニー

コンスタンツェの多くのアリアは、いかにも

無，f1・111りに並んでいるように兄え、そのコロラ

トゥーラふうの作りは、初油のカヴァリエリ.. 
嬢（サリエリの愛人）へのごますりの成米の

ように考えられて、批評家たちには歓迎され

てこなかった。従って多くの指揮名たちも、

〈後向）をモーツァルトのウィーン時代の作，',,',

の中では一段と軽く兄てきた。ショ ルティが

後期の四つのオペラ をすぺてレコード化しな

がら、 〈後•;:,;〉には食指を動かさなか った理由

も、おそら くその辺にあ ったのではなかろう

か。

ところが一つの演奏がショルティに 111.なる

感動をもたらしただけでなく、彼の 〈後・::o

観をがらりと変えるようなショックを 与えた

のである。彼はグルペローヴァの歌l県を聴い

て、 （後::,;〉が後の4作に劣らぬ公術的感仙を

もたらす作，',/,であることを、 K啓のように'l'lf

ったに述し、ない。いわゆる"常識"は （後・::,;}

を軽 く扱わせて きた。しかしコンスタンツェ

の歌は、深い感動をも って歌えば、いくらで
28 

も深くなる作，',,',であることを、グルペローヴ

アが発兄し 、、必践した。多くの人はそれを単

に‘` 名油’＇と 兄るだけで、 価値の変換が起こ

ったのだとは気がつかなか った。しかしショ

ルティは瞬のうちに!'I分の中の‘‘常識＇の

非を梧ったに述いない。そ して i'I分の眼の前

でグルペローヴァによ って起こされている現

29 



象が革命であることに、気がついたのである。

後は簡単である。（後宮〉の一つ一つの場面と

音楽を脳裡に思い出してみる時、それは指揮

一つで、いかようにでも深くなることを、シ

ョルティは思い当たったのである。グルペロ

-ヴァを聴いての帰り途に、「彼女を主役にし

た《後宮）を錢音しよう」と思い立ったとい

うのは、単に彼女の芸を録音しようと思った

のではなく（それなら彼女のアリア集を出せ

ば良い）、彼女の示唆した （後宮）の芸術とし

ての可能性を、彼自身がはっき りと認識した

ということであろう 。

その慈味で、このディスクはコロンプス的

な‘‘発兄”であり、音楽史を:VJき変える｀革

命＇＇である。これを聴いては、もはや〈後宮）

を軽批級のオペラと兄る者はいなくなるだろ

う。それほどにショルティの枠は情熱的で、

この音楽を従米では考えられないほどに深く

大きくしてしま った。これを聴いてもなお感

動しない者がいたとしたら、 豆腐の角で頭を

打 って死ぬより仕方があるまい一ーショルテ

ィが取り出して見せた‘‘其価"が判らないな

らば。

紅が明く。ペルモンテのアリア。ここから

して従米の1「いシュガー ・ケーキふうのもの

ではない。付われた恋人を訪ねてきた其心が

あふれている一一驚くべき現象だ。つづくオ

スミンの戻歌。ここは従来はオックス男爵の

ように下品なコミックの役どころであ った。

しかし次のペルモ ンテとの二重唱になると い

っそうはっきりするように、オスミンのプロ

ンデヘの恋は（従来の演出のように）単なる

劣梢ではなく、そのペルモンテヘのむき出し

の敵慨心の中に、真実の火を見出すことがで

きる。それによってオスミンは単なる喜劇の

定形から脱皮して、人間の歌を歌うようにな

ったのである。例はいくらでも挙げられる。

しかし多くをいう必要はあるまい。従米の 〈後

宮）観ー一単なる人形喜1知J- を離れて諮面

を見ると、モーツァルトの音楽の中に、真正

の人間の情熱が燃えていることを、ショ ルテ

ィはまさに、発見＇したのである 。

われわれはまたモーツァルトの芸術を一つ

教えられた気がするが、実は歴史をひもとい

て見ると、そのことはわれわれがぽんくらなた

めに気がつかなかっただけで、査料の中にち

ゃんと残っていたのである。すなわちー―-

初演の時のコンスタンツェはまだ20歳のカ

ヴァリエリ嬢であったが、彼女はサリエリの

愛人であ ったのにもかかわらず、サリエリに

曲を{'fいて買ったことは少 く、むしろモーツ

ァル トのほうが彼女のために多くの曲を{'r-ぃ

サリエリ

:
 ているのである。当時の記録によれば、彼女

は決してロココふうの き` れいな,,戸ではな... 
く、当時としては典例なほど強い戸であ った

ということである。また彼女の歌l開は極めて

性格的で、強い感ti'/表現を伴っており、その
U人 し●く

ため当時のお上品な宮廷人の邸牲を買う傾向

もあ ったが、モーツァルトはむしろその｀叫

び戸”を祁く買 っていたのである。この事実

は、批評家たちがコンスタンツェを‘‘軽薄な

コロラトゥーラの役”と兄てきたことがllil違

いであり 、モーツァルトがこの役に単なるコ

ロラトゥーラではなく、真実 を求めていたこ

との証拠となろうし、グルペローヴァのよう

に籾魂傾けて感動を表出するほうが正しいこ

とを裏害するのではなかろうか。

とまれグルペローヴァは偉大な創造者であ

り、彼女が甦らせたコ ンスタンツェによって

音楽史に貢献することになろう 。彼女の｀夜

の女王"も名演ではあったし、他のいくつも

の役も名演で、彼女の名を？ぶからしめた。し

かし、それらにはいくらでも｀先人"がいた。

しかし、コンスタンツェには先人がいなかっ

たのである 。彼女は自分の眼で諮而を読み、

その兵価を発兄し、偉大な創造をなしとげた

のである。この際、シューマンがショパンに

附 った言菜を彼女にも附って良いのではある

まいか 「天才だ、諸君、 脱帽したまえ」。

JO 31 




